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教育委員会事務局子ども・教育政策課

子どもの読書環境充実の考え方について

中野区教育委員会では、「中野区子ども読書活動推進計画（第３次）」に基づき子ど

もの読書活動を推進してきている。この度、子どもの読書環境の充実を図るため、ブ

ックスタート事業及び地域開放型学校図書館の利用についての考え方を整理したので

報告する。

１ ブックスタート事業

（１）目 的

０歳児を養育する保護者に絵本を配布し、親子等で絵本を楽しむきっかけづ

くりを行う。

（２）事業内容

３か月児健康診査の対象者（約２，５００人）あてに引換券を送付し、各図

書館で絵本とバッグのセットと引き換える。あわせて、各図書館における小さ

い子向けおはなし会の拡充、乳幼児向け図書の充実などにより、乳幼児親子の

図書館利用促進を図る。

（３）開始予定時期

令和２年（２０２０年）１０月１日

２ 地域開放型学校図書館の利用

（１）目 的

・学校図書館の地域開放による乳幼児など子どもの読書環境向上

・学校図書館機能の充実

（２）事業概要（運用等について一部見直し）

地域開放型学校図書館

当初案 見直し案

運営形態 区立図書館分館 学校図書館

開設時間

平日 ９－２０時
（１３－１７時）
事業実施時のみ

土日祝 ９－２０時 ９－１７時

長期休業 ９－２０時 ９－１７時

追加蔵書数
５，０００冊

絵本・児童・一般
２，０００冊
絵本・児童書

蔵書の貸出 実施 実施しない

予約図書の受取・返却 実施 実施しない

学校図書館

（中・高学年用）

学校図書館

（低学年用）



（３）開設予定時期

令和２年９月 みなみの小 美鳩小

令和３年４月 中野第一小

（４）地域開放型学校図書館の一部見直しの必要性

・学校図書館機能の充実

新学習指導要領で学校図書館の充実・活用を推進することとされたが、限

りのある学校施設環境の下で学校図書館本来の機能強化を図るためには、地

域開放型学校図書館の機能や運営を見直し、低学年用図書スペースを確保す

るなど教育課程や児童読書活動に利用できる環境を整備する必要がある。

・乳幼児など子どもの読書環境の充実

「子ども読書活動推進計画（第３次）」では、「子ども時代から、読書に親し

み、読書の習慣を身につけることは、まさに人生をより深く生きる力を獲得

すること」として、特に、乳幼児期の読書活動の重要性を取り上げている。し

かしながら、外出がしづらい乳幼児の子育て家庭では、身近な通える距離で

安心して絵本とふれあう機会を確保しづらい状況であるため、身近な地域の

中で子どもの読書環境の充実を図る必要がある。


